
株式会社東栄 DX宣⾔

株式会社東栄は、通信インフラを⽀える企業として、デジタル技術を活⽤しながら、 地域の皆さまとともに
成⻑し続けることを宣⾔します。

私たちは、創業以来⼤切にしてきた「地域との共⽣」と「信頼される仕事」を、 デジタルの⼒でさらに進化
させていきます。また、DXにより⼯程遅延の減少・品質均質化・BCP強化を実現し、 地域インフラ企業として
の信頼性向上と顧客満⾜度向上に直結させることを⽬指します。

DX（デジタルトランスフォーメーション）を単なる効率化ではなく、 「安全・安⼼な通信環境づくり」「働
く仲間の成⻑」「地域社会への貢献」につなげていくことが、私たちの使命です。 特に、災害時の通信確保や迅
速な復旧体制の強化など、地域の安全・安⼼に寄与する取り組みをDXにより推進していきます。

当社は、情報セキュリティ基本⽅針を定め、IPA「SECURITY ACTION（⼆つ星）」を⾃⼰宣⾔しています。

株式会社 東栄

代表取締役 伏⾒ 和訓

⾃⼰宣⾔ID：41100717230
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8 DX

DX成果（定量評価）

指標 導⼊前 現在 備考

ダブルブッキング 複数件 0件 ANDPADによる稼働管理

登録件数 300件 600件 DX運⽤の定着

本社持ち戻り 12件 3件 VPN・ネットワーク基盤強化

遅延検知率 60％ 85％ ⼯程の⾒える化

電⼦化率 40％ 90％ GroupSessionによる⽂書電⼦化

※ 上記はDX施策導⼊前後の主な定量的な改善指標を⽰したものです。
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